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９ 県内で発生した高病病原性鳥インフルエンザで認められた 

 病理組織学的所見の鳥種間の比較 

               中央家畜保健衛生所 

                        〇松本 裕治・森谷 翠・小池 絵理子 

 

Ⅰ はじめに 

 高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）は伝染力が強く高致死性を有する感染症 1）である。HPAIウ

イルス（HPAIV）のウイルス株による組織親和性や、ウイルスに対する鳥の品種による感受性の違

いで病態が異なると報告 2、3、4）されている。 

 本県では令和 3、4 年度で 5 例の HPAI 発生が確認された。（表 1）この 5 例のうち、令和 3 年

度の鶏、令和 4 年度のあひる（アイガモ）及びうずら各 1 例について病理組織学的検査を実施し

たところ、鳥種により異なる病理組織学的所見を得たので、その概要を報告する。 

 

表 1 埼玉県での HPAI発生（令和 3、4年度） 

 

 

 

Ⅱ 発生概要 

 上記 3例について農場概要（鳥種、飼養品種、家きん舎構造、飼養形態、飼養羽数）を表 2に

まとめた。 

 鶏（ボリスブラウン）、アイガモ（チェリバレー）、うずら（フランスウズラ）で死亡羽数増加の

通報があり、それぞれ家畜防疫員が高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザに

関する特定家畜伝染病防疫指針 3）（以下、指針）に則り、死亡鶏 11羽及び生鶏 2羽を用いて A型

インフルエンザの簡易検査を実施したところ、陽性反応が認められた。 

 

表 2 農場概要 

 

 

鳥種 発生年月 病理組織学的検査
鶏 令和3年12月 〇
鶏 令和4年12月
鶏 令和4年12月

あひる（アイガモ） 令和5年1月 〇
うずら 令和5年2月 〇

飼養品種 家きん舎構造 飼養形態 飼養羽数

ボリスブラウン
ジュリア

開放鶏舎 ケージ 17,000羽

チェリバレー 開放家きん舎 平飼い 2,000羽

フランスウズラ
二ホンウズラ

セミウィンドレス ケージ 149,000羽
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Ⅲ 材料及び方法 

 1 材料       

  3例に共通して、生体 2羽（No.1、2）と死体 5羽（No.3～7）をウイルス学的検査及び病理 

  組織学的検査に供した。生体 2 羽と同居家きん 3 羽（No.8～10）の血清を鶏とアイガモで 

 ELISA法、うずらでゲル内沈降反応による抗体検査に供した。（表 3） 

 

表 3 検体一覧 

 

 

 

 2 方法 

  （1）病理学的検査 

    No.1～7を剖検し、肝臓、脾臓、腎臓、心臓、肺、脳等を採材した。採材した各臓器は 

   10％リン酸緩衝ホルマリン液で固定した。固定した組織はパラフィンワックスに包埋し、 

   厚さ 1.5μmで薄切し、ヘマトキシリン・エオジン（HE）染色を実施した。 

    さらに、鶏（No.2）、アイガモ（No.1、5）、うずら（No.5、6）について、 

   マウス抗インフルエンザ A抗体（NP)（HYB-340-05、Statens Serum Institut 社）を用いた 

   A型インフルエンザウイルス（IAV）に対する免疫組織化学的検査（IHC）を国立研究開発法  

   人農業・食品産業技術総合研究機構動物衛生研究部門（以下、動衛研）に依頼した。 

 

  （2）ウイルス学的検査 

    気管スワブの乳剤を材料として、遺伝子検査（コンベンショナル PCR、  

   リアルタイム PCR）を実施した。 

    気管スワブの乳剤を材料として、指針 5）に記載された方法でウイルス分離を 

   実施した。採取した尿膜腔液について、鶏血球を用いた HA試験を実施した。HA試験陽性と 

   なった検体について、動衛研にシークエンス解析を依頼した 

   その他、抗体検査は鶏とアイガモで血清を材料に市販キット 

  （IDEXX インフルエンザ A エリーザキット、アイデックスラボラトリーズ株式会社）を 

   用いた ELISA法、うずらで血清を材料に A型インフルエンザウイルスのヌクレオカプシド 

   （NP）抗原とマトリックス（M）抗原に対する抗体を標的としたゲル内沈降反応を実施し 

   た。 

検体No. 生死 血清 解剖 備考
1 生 ○ ○
2 生 ○ ○
3 死 ○
4 死 ○
5 死 ○
6 死 ○
7 死 ○
8 生 ○ 同居家きん
9 生 ○ 同居家きん
10 生 ○ 同居家きん
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Ⅳ 検査成績 

 1 病理学的検査 

 （1）剖検 

     膵臓では、白色斑の散在がアイガモ 5/7羽（No.1、2、5～7）、うずら 2/7羽（No.4、5）で 

  認められ、また、鶏冠のチアノーゼが鶏 2/7羽（No.4、6）で認められた。（表 4） 

 

表 4 剖検所見 

 

 

 （2）病理組織学的検査及び IHC 

   病理組織学的検査を実施し、病変のみられた臓器をそれぞれまとめた。 

   ①心臓 

    鶏で心筋の壊死が全羽でみられ、壊死巣にはリンパ球及びマクロファージが浸潤してい 

   た。同様の壊死は心臓全体で多発性に認められた。IHCでは壊死巣に一致して心筋細胞の核 

   及び細胞質で IAV抗原が認められた（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 心臓 左：HE染色、右：IHC（左 HE染色の連続切片） 

  茶褐色部分：IAV抗原 

 

   ②脾臓 

    うずらでは全羽で血管内皮細胞の腫大が認められた。IHCでは血管内皮細胞に一致して 

   IAV抗原が認められた（図 2）。また、血管内皮細胞の IAV抗原は脾臓を含む全身諸臓器で 

   認められた。 

病変 鶏 アイガモ うずら

膵臓　針先大白色斑散在 — No.1、2、5～7 No.4、5

鶏冠　チアノーゼ No.4、6 — —

—：著変なし
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図 2 脾臓 左：HE染色、右：IHC（左 HE染色の連続切片） 

矢印：血管内皮細胞腫大  茶褐色部分：IAV抗原 

 

  ③膵臓 

   アイガモでは 3/7羽（No.3～5）、うずらでは 1/7羽（No.5）で巣状壊死が認められた。 

  アイガモでは壊死巣が散在性、うずらでは膵臓全体で 1か所のみみられた。IHCではアイガ 

  モ、うずら共壊死巣一致して IAV抗原が認められた（図 3）。また、IAV抗原が認められた壊 

  死巣の細胞はアイガモでは外分泌線細胞と同定されたが、うずらでは細胞の同定は困難だっ 

  た。 

 

  

  

図 3 膵臓 左列：HE 染色、右列：IHC（左 HE染色の連続切片） 

上段：アイガモ、下段：うずら 

矢印：壊死巣  茶褐色部分：IAV抗原 
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   ④脳 

    鶏、アイガモ共に大脳の血管周囲にリンパ球を主体とする囲管性細胞浸潤及び髄膜への 

   リンパ球浸潤が認められた。IHCでは鶏とアイガモでびまん性に脳の神経細胞、グリア細 

   胞、髄膜細胞で IAV抗原が認められた。うずらでは大脳で病変は認められなかったが、大 

   脳の神経細胞の一部で IAV抗原が認められた（図 4）。 

 

   

   

図 4 脳 左列：鶏、中央列：アイガモ、右列：うずら 

上段：HE染色、下段：IHC（上段 HE染色の連続切片） 

 茶褐色部分：IAV抗原 

 

 

 2 ウイルス学的検査 

  ウイルス分離検査では全例で、分離初代でウイルスが分離された。 

  ウイルス遺伝子検査では、コンベンショナル PCR、リアルタイム PCR共に全例で H5亜型の 

 IAV特異遺伝子が検出され、動衛研で実施されたシークエンス解析の結果、H5N1亜型の HPAIと 

 同定された。 

  抗体検査では、鶏で 2/5羽（No.1、9）、アイガモで全羽陽性、うずらで全羽陰性だった。 

 

 

Ⅴ まとめと考察 

 病理組織学的検査では、鶏は全羽の心臓で多発性壊死性心筋炎、アイガモは全羽の大脳で非化

膿性髄膜脳炎が認められた。うずらでは、全羽の脾臓で血管内皮細胞腫大、No.5の膵臓で巣状壊

死が認められたが、その他の著変は認められなかった。（表 5） 
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表 5 病理組織学的検査まとめ 

 

 

 IHCでは、鶏で心臓の壊死部、脳の神経細胞、髄膜、アイガモは大脳の神経細胞、髄膜細胞、膵

臓の壊死部、うずらは全身諸臓器の血管内皮細胞、血管内の白血球及び赤血球、腹腔内臓器漿膜

面、大脳の神経細胞の一部で IAV抗原が認められた。（表 6） 

 

表 6 IHCまとめ 

 

 

 HPAIV は急性感染では血管内皮細胞、亜急性感染では諸臓器の実質細胞で複製されると報告 6）

されている。 

 鶏では 2/5 羽で抗体陽性であり、HPAIV は鶏に感染すると約 1 週間で心筋炎が出現するという

報告 7）があることから亜急性の経過であったと推察した。 

 アイガモでは全羽で抗体陽性だった。IHC では脳の神経細胞で IAV 抗原がみられたことから脳

の神経細胞でウイルスが複製されていると考えられ、亜急性または慢性の経過を辿ったと推察し

た。また、水禽類では HPAIVは神経向性で、非化膿性髄膜脳炎が頻発所見 8、9）とされている。 

 うずらでは全羽で抗体陰性であった。全身の血管内皮細胞で IAV 抗原がみられたことから血管

内皮細胞でウイルスが複製されていると考えられ、急性の経過であったことが示唆された。また、

血管内皮細胞の腫大は同部位でウイルスが複製されたことで生じたと推察した。 

 本県で発生した HPAIでは、鳥種ごとに様々な病理組織学的所見が得られた。HPAIVはウイルス

株の特性や鶏の品種により病態が異なる 2、3、4）ことから、鳥種により様々な病態がみられること

に留意する必要がある。今後、一部未実施であった令和 4年度の HPAI事例の病理組織学的検査を

実施予定である。また、近縁のウイルスが検出された他県の HPAI事例の病理学的検査について情

報を収集し、本県の事例と比較検討する等、病理学的知見を蓄積していきたいと考える。 

部位 組織所見 鶏 アイガモ うずら

心臓
心筋細胞壊死

壊死部　リンパ球、マクロファージ浸潤
No.1～7 — —

巣状壊死 No.3～7 — —

血管内皮細胞腫大 — — No.1～7

膵臓 巣状壊死 — No.3～5 No.5

巣状壊死 No.3～7 — —

血管周囲　リンパ球浸潤 No.2、4、6 No.1～7 —

脳（髄膜） リンパ球浸潤 No.1～7 No.1～7 —

—：著変なし

脾臓

脳

部位 抗原分布 鶏 アイガモ うずら
心臓 壊死部 ＋ — —
膵臓 壊死部 — ＋ ＋

神経細胞 ＋ ＋ ＋
髄膜細胞 ＋ ＋ —
内皮細胞 — — ＋

赤血球・白血球 — — ＋
腹腔内諸臓器 臓器漿膜面 — — ＋

脳

血管内
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